
　反射テスト　統計　標本平均　01

1. 　 1,2,3の数字が書かれているカードがそれぞれ 6枚, 3枚, 1枚ある. これを母集団とし, カードの数字を変量X とする.

( S 級 3分, A級 4分, B 級 5分, C 級 6分 )　

（1）　母集団の確率分布表をつくり, 母平均m, 母標準偏差 σを求めよ.

（2）　この母集団から 1枚引いてカードの数字を調べてから母集団に戻す試行について考える. n回目に引いた数字を xnとす
る. 標本平均を Xn =

x1 + x2 + x3 +…+ xn

n
とする. x1 = 1 , x2 = 2 , x3 = 1 , x4 = 3 , x5 = 1 のときの, X5 と標準

偏差 σ
(
X5

)を求めよ.

（3）　 (2)の標本平均 Xn の期待値 E
(
Xn

) を求めよ.

（4）　 (2)の標本平均 Xn の標準偏差 σ
(
Xn

) を 0.02以下にする最小の nを求めよ.

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


2. 　 1,2,3,4の数字が書かれているカードがそれぞれ 4枚, 3枚, 2枚, 1枚ある. これを母集団とし, カードの数字を変量X とする.

( S 級 3分, A級 4分, B 級 5分, C 級 6分 )　

（1）　母集団の確率分布表をつくり, 母平均m, 母標準偏差 σを求めよ.

（2）　この母集団から 1枚引いてカードの数字を調べてから母集団に戻す試行について考える. n回目に引いた数字を xnとす
る. 標本平均を Xn =

x1 + x2 + x3 +…+ xn

n
とする. x1 = 1 , x2 = 1 , x3 = 1 , x4 = 3 , x5 = 2 のときの, X5 と標準

偏差 σ
(
X5

)を求めよ.

（3）　 (2)の標本平均 Xn の期待値 E
(
Xn

) を求めよ.

（4）　 (2)の標本平均 Xn の標準偏差 σ
(
Xn

) を 0.03以下にする最小の nを求めよ.

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


　反射テスト　統計　標本平均　01　解答解説

n = 100

n = 400

m 　

　　★標本平均の期待値と標準偏差
　　母平均 m , 母標準偏差 σ の母集団から大きさ nの無作為標本を抽出するとき, 標本平均を X

とすると,

　　　　期待値　E(X) = m　 , 　 標準偏差 σ(X) =
σ√
n

.

　　標本平均 X は, nが大きいとき, 近似的に正規分布 N

(
m,

σ2

n

)
に従う.

　　 nが大きくなれば, 標準偏差は小さくなり (左図参照), 0に近づいていく.

　　X は母平均mの近くに限りなく集中し, X がmに近い値をとる確率が 1に近づく.

1. 　 1,2,3の数字が書かれているカードがそれぞれ 6枚, 3枚, 1枚ある. これを母集団とし, カードの数字を変量X とする.

( S 級 3分, A級 4分, B 級 5分, C 級 6分 )　

（1）　母集団の確率分布表をつくり, 母平均m, 母標準偏差 σを求めよ.

　 X 1 2 3 和
P 6

10
3
10

1
10 1

　m = 1 · 6
10 + 2 · 3

10 + 3 · 1
10 = 15

10 = 1.5

　 E(X2) = 12 · 6
10 + 22 · 3

10 + 32 · 1
10 = 27

10 = 2.7

　 σ2 = E(X2)− {E(X)}2

= 2.7− 1.52 = 0.45

　 σ =
√
0.45 =

3
√
5

10

（2）　この母集団から 1枚引いてカードの数字を調べてから母集団に戻す試行について考える. n回目に引いた数字を xnとす
る. 標本平均を Xn =

x1 + x2 + x3 +…+ xn

n
とする. x1 = 1 , x2 = 2 , x3 = 1 , x4 = 3 , x5 = 1 のときの, X5 と標準

偏差 σ
(
X5

)を求めよ.

　X5 = 1 + 2 + 1 + 3 + 1
5

= 1.6

　 E(X5
2
) = 12 + 22 + 12 + 32 + 12

5
= 3.2

　
{
σ(X5)

}2
= E(X5

2
)−

(
X5

)2
= 3.2− 1.62 = 0.64

　 σ(X5) =
√
0.64 = 0.8

（3）　 (2)の標本平均 Xn の期待値 E
(
Xn

) を求めよ.

　標本平均の期待値は母集団平均に等しいので, 1.5 .

（4）　 (2)の標本平均 Xn の標準偏差 σ
(
Xn

) を 0.02以下にする最小の nを求めよ.

　 σ(X) = σ√
n
と題意から,

　
3
√
5

10√
n

<= 0.02 ⇔ n >= 1125 　　よって, n = 1125

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　
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2. 　 1,2,3,4の数字が書かれているカードがそれぞれ 4枚, 3枚, 2枚, 1枚ある. これを母集団とし, カードの数字を変量X とする.

( S 級 3分, A級 4分, B 級 5分, C 級 6分 )　

（1）　母集団の確率分布表をつくり, 母平均m, 母標準偏差 σを求めよ.

　 X 1 2 3 4 和
P 4

10
3
10

2
10

1
10 1

　m = 1 · 4
10 + 2 · 3

10 + 3 · 2
10 + 4 · 1

10 = 20
10 = 2

　 E(X2) = 12 · 4
10 + 22 · 3

10 + 32 · 2
10 + 42 · 1

10 = 50
10 = 5

　
σ2 = E(X2)− {E(X)}2

= 5− 22

= 1

　 σ =
√
1 = 1

（2）　この母集団から 1枚引いてカードの数字を調べてから母集団に戻す試行について考える. n回目に引いた数字を xnとす
る. 標本平均を Xn =

x1 + x2 + x3 +…+ xn

n
とする. x1 = 1 , x2 = 1 , x3 = 1 , x4 = 3 , x5 = 2 のときの, X5 と標準

偏差 σ
(
X5

)を求めよ.

　X5 = 1 + 1 + 1 + 3 + 2
5

= 1.6

　 E(X5
2
) = 12 + 12 + 12 + 32 + 22

5
= 3.2

　

{
σ(X5)

}2
= E(X5

2
)−

(
X5

)2
= 3.2− 1.62

= 0.64

　 σ(X5) =
√
0.64 = 0.8

☆無作為標本抽出のサンプルである.

（3）　 (2)の標本平均 Xn の期待値 E
(
Xn

) を求めよ.

　標本平均の期待値は母集団平均に等しいので, 2 .

（4）　 (2)の標本平均 Xn の標準偏差 σ
(
Xn

) を 0.03以下にする最小の nを求めよ.

　 σ(X) = σ√
n
と題意から,

　 1√
n

<= 0.03 ⇔ n >=
10000
9

　　　よって, n = 1112

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　
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